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本研究は、植民地朝鮮における「国語」教育に関して、それが「内地」とどのような関

連をもって進められていたのかを究明することを目的とする。従来の研究は、同じ「国

語」という科目でありながら「内地」のそれと朝鮮のそれとを関連させた具体的な記述

がほとんどないという共通の問題点を抱えている。それは、前者が母語教育であり後者

が非母語教育であるという認識によるものと考えられる。本研究が朝鮮での「国語」教

育に関して「内地」との関連を実証しようとしたのはそのような先行研究を補完するた

めでもある。また、先行研究が植民地での「国語」教育を、日本からの一方的な「日本

化」といった視点から分析し、イデオロギーの側面に偏ったものとしている一方で、実

際にどのような日本語教育が行なわれていたのかについて言及されていない。そこで、

「国語」教育に総督府はどのような姿勢で関わっていたのかという点について教材を取

り上げ実証的に記述することを試みた。ここでいう教材とは「内地」と併合後の朝鮮で

使用された「国語読本」と併合前の朝鮮で使用された「日語読本」である。教材を取り

上げた研究も散見するが、それらは全て「全面改訂」による読本の変化を扱ったもので

ある。筆者は、内容の確認作業の過程で「全面改訂」の間で行なわれた「部分改訂」の

存在を確認し、部分改訂箇所の対照資料の作成を行なった。 


